様式第１号

第　　　　　号

年　　月　　日

○○広域振興局長　様

住　所（所在地）

氏　名（名　称）

代表者　　氏　　　名　　　　　　　

年度いわて環境の森整備事業施工地調書の提出について

このことについて、いわて環境の森整備事業実施に係る施工地調書を、いわて環境の森整備事業補助実施要領第４により、関係書類を添えて提出します。

記

　提出資料　

　１　　年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表（別紙１）
　２　　年度いわて環境の森整備事業施工地調書（別紙２）

３　　年度いわて環境の森整備事業位置図（別紙３）

　４　　年度いわて環境の森整備事業区域図（別紙４）

５　森林所有者同意書の写し（別紙５）

注１　別紙２については、実施する事業種目に該当する様式を添付すること。

注２　間伐材有効利用モデルを実施する場合は、計画概要書（別紙２－２）を添付すること。
別紙１（様式第１号関係）【混交林誘導伐の場合】
年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表

	承認番号
	事　　業　　計　　画　　箇　　所
	森林所有者
	補助
事業者
	備考

	
	箇所番号
	市町村名
	大字
	字
	地番
	林班
	小班
	施

業

番

号
	私

有

林
	人

工

林
	公

益

林
	保

安

林
	面積

(ha)
	樹種
	林齢
	氏名
	住　所
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）　「公益林」の欄には、①水源地域等の上流域の森林、②野生動植物の生息の場として重要な森林、③自然林に戻すことによって、景観的な多様性の維持・向上を図るべき森林、④①～③に準ずる森林、に該当する丸数字を記入すること。
別紙１（様式第１号関係）【ナラ林健全化、アカマツ林広葉樹林化、被害森林再生及び枯死木除去の場合】
年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表

	承認番号
	事　　業　　計　　画　　箇　　所
	森林所有者
	備考

	
	箇所番号
	市町村名
	大字
	字
	地番
	林班
	小班
	施

業

番

号
	私

有

林
	人

工

林
	公

益

林
	保

安

林
	面積(ha)

又は
材積(㎥)
	樹種
	林齢
	氏名
	住　所
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１　「公益林」の欄には、①水源地域等の上流域の森林、②野生動植物の生息の場として重要な森林、③自然林に戻すことによって、景観的な多様性の維持・向上を図るべき森林、④①～③に準ずる森林、に該当する丸数字を記入すること。
　　　２　枯死木除去を実施する場合、「面積」の欄は、「材積」とし、枯死木等の材積を記入すること。
別紙１（様式第１号関係）【森林環境再生造林の場合】
年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表

	承認番号

	事　　業　　計　　画　　箇　　所

	
	箇所番号
	市町
村名
	大字
	字
	地番
	林班
	小班
	施

業

番

号
	私

有

林
	人

工

林
	公

益

林
	保

安

林
	森林
所有者
	植栽
	鳥獣害防止対策
	下刈り

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	氏名
	住所
	面積

(ha)
	樹種
	本数
	本数/
ha
	年度（西暦）
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	作業種
	数量
	林齢
	面積
(ha)

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）１「公益林」の欄には、①水源地域等の上流域の森林、②野生動植物の生息の場として重要な森林、③自然林に戻すことによって、景観的な多様性の維持・向上を図るべき森林、④①～③に準ずる森林、に該当する丸数字を記入すること。
２下刈りは、１年生から５年生（ただし、カラマツについては、原則、１年生から３年生）までとする。ただし、必要と認める場合のみ６年生以上（ただし、カラマツについては、４年生以上）とするが、10年生を上限とする。また、秋造林については、２年生からとする。
３施工地調書提出により、予算を確約するものではない。
別紙２（様式第１号関係）【混交林誘導伐】
年度いわて環境の森整備事業施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	公益林区分
	
	所有形態
	

	樹種
	
	面積
	

	林齢
	
	作業道整備延長
	

	森林の現況

■　下層植生

■　林相の状況

■　施業の履歴

■　傾斜

■　特記事項　

	森林の現況（写真）



	森林整備（事業実施）の必要性（該当する事項に☑を記載）
１　森林の状況
　　□ 手入れ不足　　□ 成立本数が多い　　□ 被圧木　　□ 雪害木　　□ 折損木、枯損木
　　□ 枝の枯上り　　□ つる絡み
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　森林所有者の状況
　　□ 整備意欲の低下　　　　□ 材価の低迷　　　□ 所有者が高齢　　　□ 遠隔地に居住
　　　　　　　　　　　　　　 □ 後継者が不在　　□ 相続したが関心がない

　　□ 自力整備困難　　　　　□ 林業経験・知識の不足　　　□ 仕事が多忙　
　　　　　　　　　　　　　　 □ 経済的理由　　　　　　　　□ 条件不利地
　　□ 森林整備の必要性を理解
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
３　下流の保全対象
　　□ 集落 　　　□ 農地 　　　□ 国道 　　　□ 県道 　　　□ 鉄道 　　　□ 公共施設
　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	整備方針


	施工地選定基準との照合・審査

	①　公益林であること。
	

	②　私有林であること。
	

	③　人工林であること。
	

	④　対象樹種は原則として人工林であるスギ、カラマツ、アカマツ等の針葉樹であること。
	

	⑤　対象齢級は原則として４～12齢級（16～60年生）であること。

　　ただし、３齢級以下及び13齢級以上であっても保全上重要であること。
	

	⑥　１施工地の面積が0.1ha以上であること。
	

	⑦　保安林である場合は、実施要件に合致していること。
	

	⑧　森林の現況に応じて、本数率で概ね50パーセント以上の混交林誘導伐が計画されていること。伐採木の適切な集積又は搬出が計画されていること。
	

	⑨　森林所有者が協定締結に同意していること。
	

	⑩　森林整備事業請負契約等指名競争入札参加資格者名簿に登録されている事業体であること。
	

	⑪　作業道の整備が計画されている場合は、付帯事業としての要件を満たしていること。
	

	県の意見




別紙２（様式第１号関係）【ナラ林健全化】

年度いわて環境の森整備事業（ナラ林健全化）施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	公益林区分
	
	所有形態
	

	樹種
	
	面積
	

	林齢
	
	材積
	

	森林の現況

■　下層植生

■　林相の状況

■　施業の履歴

■　傾斜

■　被害木の状況

■　周辺の被害状況

■　特記事項　

	森林の現況（写真　※被害木等の写真）




	森林整備（事業実施）の必要性

	整備方針

	施工地選定基準との照合・審査

	①　公益林であること。
	

	②　私有林であること。
	

	③　ナラ類を含む広葉樹林であること。
	

	④　前年又は当年にナラ枯れ被害が発生した地点から半径30km以内の区域にあるナラ類を含む森林であること。
	

	⑤　対象齢級は６齢級（26年生）以上であること。
	

	⑥　1施工地の面積が0.1ha以上であること。
	

	⑦　直径10センチメートル以上の樹幹部及び枝条部全ての林外搬出が計画されていること。
	

	⑧　被害地域から搬出するナラ類を含む広葉樹は、チップ工場において破砕処理する計画がされていること。
	

	⑨　森林所有者が事業の実施に同意していること。
	

	⑩　森林整備事業請負契約等指名競争入札参加資格者名簿または岩手県意欲と能力のある林業経営体に登録されている事業体であること。
	

	県の意見




別紙２（様式第１号関係）【アカマツ林広葉樹林化】

年度いわて環境の森整備事業（アカマツ林広葉樹林化）施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	公益林区分
	
	所有形態
	

	樹種
	
	面積
	

	林齢
	
	作業道整備延長
	

	森林の現況

■　下層植生

■　林相の状況

■　施業の履歴

■　傾斜

■　被害木の状況

■　被害木周辺の感染源の状況

■　特記事項　

	森林の現況（写真　※被害木等の写真）




	森林整備（事業実施）の必要性

	整備方針

	施工地選定基準との照合・審査

	①　公益林であること。
	

	②　私有林であること。
	

	③　松くい虫被害防除監視帯及び松くい虫被害が発生している地域のアカマツ林であること。
	

	④　対象齢級は原則として4～12齢級（16～60年生）であること。

　ただし、3齢級以下及び13齢級以上であっても保全上重要であること。
	

	⑤　1施工地の面積が0.1ha以上であること。
	

	⑥　アカマツ枯損木等の伐採により、広葉樹林への更新が見込まれること。
	

	⑦　森林所有者が事業の実施に同意していること。
	

	⑧　森林整備事業請負契約等指名競争入札参加資格者名簿または岩手県意欲と能力のある林業経営体に登録されている事業体のうち、岩手県松くい虫防除技術専門員が所属する事業体であること。
	

	⑨　森林作業道の整備が計画されている場合は、付帯事業としての実施要件を満たしていること。
	

	県の意見




別紙２（様式第１号関係）【森林環境再生造林】

年度いわて環境の森整備事業（森林環境再生造林）施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	公益林区分
	
	所有形態
	

	植栽樹種
	
	植栽本数
	
	面積
	

	本数／ha
	
	前生樹（樹種）
	
	前生樹（林齢）
	

	周辺の状況
	

	鳥獣害対策（作業種）
	
	数量（ha、ｍ）
	

	森林の現況

■　伐採跡地等の状況
（前生樹の樹種、伐採時期、現在の状況（稚樹の侵入状況、周辺の森林（針葉樹、広葉樹））
■　傾斜

■　特記事項　

	森林の現況（写真）


	森林整備（事業実施）の必要性

	整備方針
■　植栽する樹種の選定（植栽樹種、裸苗・コンテナ苗別）、植栽本数、鳥獣害防止対策、下刈り、その他保育管理


	施工地選定基準との照合・審査

	1 　公益林であること。
	

	2 　私有林であること。
	

	【植栽の場合】
③　次の（ア）又は（イ）に該当する森林であること。
（ア）　現状が未立木地等であり、植栽によらなければ遷移が進む見込みがない森林であること。
（イ）　前生樹が針葉樹の人工林で、針葉樹及び広葉樹の稚樹の侵入が乏しく、植栽によらなければ早期の更新が困難な伐採跡地であること。
	

	【鳥獣害防止施設等整備及び下刈りの場合】
④　当該事業で植栽する森林であること。
	

	⑤　1施工地の面積が0.1ha以上であること。
	

	【植栽の場合】
⑥　植栽する樹種は、花粉の少ない森林への転換を促進するものであり、植栽本数は、原則、低密度植栽であること。
	

	⑦　治山事業では実施することが出来ない箇所であること。
	

	⑧　森林所有者が当該事業の実施に同意し、森林所有者と補助事業者の間で当該事業に係る受委託契約等を書面で締結している、又は締結する予定であること。
	

	県の意見


別紙２（様式第１号関係）【被害森林再生】

年度いわて環境の森整備事業（被害森林再生）施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	公益林区分
	
	所有形態
	

	樹種
	
	面　　　　積
	

	林齢
	
	
	

	森林の現況

■　森林の状況
■　気象災害の発生状況
■　特記事項　


	森林の現況（写真　※被害木の写真）




	森林整備（事業実施）の必要性


	整備方針

	施工地選定基準との照合・審査

	①　公益林であること。
	

	②　私有林であること。
	

	③　気象災害による被害森林であること。
	

	④　1施工地の面積が0.1ha以上であること。
	

	⑤　森林の更新を促すよう、被害木の伐倒処理が適正に計画がされていること。
	

	⑥　森林所有者が事業の実施に同意していること。
	

	⑦　森林整備事業請負契約等指名競争入札参加資格者名簿または岩手県意欲と能力のある林業経営体に登録されている事業体であること。
	

	県の意見




別紙２（様式第１号関係）【枯死木除去】

年度いわて環境の森整備事業（枯死木除去）施工地調書

	所在地
	　　　　　　　　　　　　　　　　地内
	受付番号
	

	森林の位置
	
	流域名
	

	樹種
	
	所有形態
	

	林齢
	
	本数及び材積
	

	森林の現況

■　枯死木の状況

■　周辺施設等の状況
■　特記事項　

	森林の現況（写真　※枯死木の写真）

	枯死木除去の必要性

	整備方針

	施工地選定基準との照合・審査

	①　森林法第5条に定める森林であること。
	

	②　私有林であること。
	

	③　松くい虫又はナラ枯れ被害による枯死経過木等であること。
	

	④　公共施設、道路又は住宅等の周辺で、枯死木の倒木により人身被害や施設損壊の可能性が高いものであること。
	

	⑤　森林所有者が住宅等の所有者と異なること。
	

	県の意見




別紙２－２（様式第１号関係）【混交林誘導伐】
年度いわて環境の森整備事業施（間伐材有効利用モデル）計画概要書

	１　計画内容

	２　利用計画

①利用方法
②用途及び数量

用途

数量（ｍ３）

供給先

備考

計



	３　搬出計画

①搬出方法
②整備面積等

樹種

整備面積（ha）

搬出面積（ha）

立木材積（ｍ３）

伐採材積（ｍ３）

利用材積（ｍ３）

利用率(%)

備考

計



	４　概要図



	５　取組みの特徴

	６　県の意見




別紙３（様式第１号関係）

年度いわて環境の森整備事業位置図

	


注１　縮尺1／50,000程度の位置図を貼付し、対象森林の位置及び作業道整備の線形を赤線で表示する。

注２　河川、取水施設、公共施設など当該森林の荒廃により影響が懸念される箇所等を旗上げにより明示する。

別紙４（様式第１号関係）

年度いわて環境の森整備事業区域図

	


注１　森林計画図の写し（縮小可）を貼付し、対象森林の位置及び作業道整備の線形を赤線で表示する。

注２　間伐材有効利用モデル実施の場合、搬出区域を青線で表示する。

別紙５（様式第1号関係）

年　　月　　日

　補助事業者の名称及び代表者名　様

住　所　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　印　
同　　意　　書

　私の所有する下記の森林について、いわて環境の森整備事業を実施することに同意します。

記

	森林の所在地
	面積 (ha)
	備　考

	市町村
	大字
	字
	地番
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


参考（第４第２項関係）

第　　　　　号

年　　月　　日

○○市町村長　様

　　　　　　　　　　　　　　森林所有者　住　所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　印
補助事業者　住　所（所在地）

氏　名（名　称）

代表者　　氏　　　名　　　　　　印　　

いわて環境の森整備事業施工地に係る森林区分の変更について

このことについて、下記森林において、いわて環境の森整備事業を実施するにあたり、市町村森林整備計画に定める森林区分の変更がなされることが必要ですので、関係書類を添えて申し入れます。
記

１　対象森林

　(1)　　年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表（別紙１）のとおり

　

　(2)　　年度いわて環境の森整備事業位置図（別紙３）のとおり

　(3)　　年度いわて環境の森整備事業区域図（別紙４）のとおり

様式第２号

第　　　　　号

年　　月　　日

○○広域振興局長　様

農林水産部長

年度いわて環境の森整備事業実施の決定について

年　　月　　日付けで提出のあったいわて環境の森整備事業施工地調書に係る整備対象森林について、いわて環境の森整備事業補助実施要領第４第６項に基づき通知します。

記
１　対象森林

　　　　年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表（別紙１）のとおり

様式第３号

第　　　　　号

年　　月　　日

　住所（所在地）

氏名（名　称）

　代表者　　氏　　　　名　様

○○広域振興局長　　印
年度いわて環境の森整備事業実施の承認について

年　　月　　日付けで提出のあったいわて環境の森整備事業施工地調書に係る整備対象森林について、いわて環境の森整備事業補助実施要領第４第７項に基づき承認します。

記
１　対象森林

　　　　年度いわて環境の森整備事業施工地一覧表（別紙１）のとおり

撮影：　 年　月　日





撮影：　 年　月　日





撮影：　 年　月　日





撮影：　 年　月　日





撮影：　 年　月　日








撮影：　 年　月　日








撮影：　 年　月　日








撮影：　 年　月　日








撮影：　 年　月　日








撮影：　 年　月　日











